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「
家
や
班
会
で
や
り
た
い
」　
２
０
１
１
年
度
の
常
勤
医
師
数

は
32
名
で
し
た
が
、
２
０
１
２
年

度
は
７
名
増
え
39
名
体
制
に
な
り

ま
し
た
。（
９
増
２
減
）

　

新
年
度
の
医
師
体
制
は
前
年
度

に
比
べ
、
外
科
３
、
産
婦
人
科

１
、
研
修
医
３
名
増
、
加
え
て
片

品
診
療
所
に
新
た
に
松
井
所
長
が

着
任
し
ま
す
。
加
え
て
群
馬
民
医

連
よ
り
内
科
医
師
１
名
の
支
援
が

継
続
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
群
馬
大
学
か
ら
派
遣
さ

れ
て
い
る
医
師
も
交
代
は
５
名
の

み
で
、
多
く
の
医
師
が
引
き
続
き

当
院
で
診
療
を
続
け
て
頂
け
る
事

と
な
り
ま
し
た
。
精
神
科
医
師
が

常
勤
か
ら
非
常
勤
と
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
精
神
科
外
来
及
び
精
神

科
デ
イ
ケ
ア
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
た
に
開
設
さ
れ
る

内
科
専
門
外
来
と
し
て
「
も
の
忘

れ
外
来
」
が
毎
週
月
曜
日
午
前

に
、「
慢
性
腎
臓
病
外
来
」
が
毎

週
金
曜
日
午
後
に
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
休
診
と
な
っ
て
い

た
木
曜
日
の
脳
神
経
外
科
外
来
も

第
１
、
第
３
、
第
５
に
行
わ
れ
、

「
循
環
器
内
科
外
来
」
も
水
曜
午

前
２
診
、
午
後
１
診
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
眼
科
の
手
術
も
毎

週
月
曜
と
金
曜
の
週
２
回
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
度
は
１
年
間
、
加

盟
団
体
（
全
日
本
民
医
連
）
よ
り

内
科
医
師
３
名
、
外
科
医
師
２

名
、
計
５
名
の
医
師
支
援
を
頂

き
、
支
援
の
先
生
方
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
当
院
の
特
徴
で
あ
る

「
救
急
医
療
」
と
「
総
合
診
療
」

を
活
か
し
、「
地
域
で
医
師
を
育

て
る
」
と
り
く
み
を
中
心
に
据
え

て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
要
介
護
者
の

増
加
等
で
求
め
ら
れ
て
い
る
「
在

宅
医
療
」
を
中
心
課
題
に
、「
利

根
保
健
生
協
５
ヵ
年
計
画
」
づ
く

り
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
は
、
脳

を
刺
激
し
て
活
性
化
す
る
「
脳
刺

激
体
操
」
と
立
つ
、
座
る
、
ト
イ

　

組
合
員
活
動
で
は
、
昭
和
南
支

部
の
山
口
ゆ
わ
子
理
事
が
地
域
と

の
輪
を
大
切
に
と
十
数
年
続
い
て

い
る
昭
和
の
湯
で
の
「
昭
和
東
・

南
支
部
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」。

沼
田
南
支
部
の
馬
場
支
部
長
は
、

コ
ツ
コ
ツ
と
声
か
け
し
な
が
ら
の

「
利
根
の
保
健
」
配
布
が
増
資
に

つ
な
が
る
活
動
。
月
夜
野
東
支
部

の
広
橋
絹
代
理
事
か
ら
は
、
布
ぞ

う
り
づ
く
り
、
餃
子
づ
く
り
な
ど

の
多
彩
な
「
虹
ホ
ー
ル
の
活
動
」

等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
分
散
会
が
９
会
場
で

行
わ
れ
て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
運
動
に
な
り
、
地
域
の
つ
な

が
り
づ
く
り
に
も
な
る
か
ら
『
利

根
の
保
健
』
を
配
布
し
て
い
る
」

「
班
会
を
生
協
活
動
の
原
点
と
し

て
開
い
て
い
る
」「
機
関
紙
配
布

や
班
会
が
増
資
に
つ
な
が
る
」

「
事
前
に
増
資
訪
問
日
を
連
絡
し

た
ら
全
家
庭
で
協
力
が
得
ら
れ

た
」
等
の
話
題
に
共
感
の
声
が
ひ

ろ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
細
や
か
な
送
迎
に
感
謝

し
て
い
る
。
要
望
を
伝
え
て
実
現

で
き
る
の
が
生
協
の
良
い
と
こ

ろ
」
と
発
言
が
あ
り
、
多
く
の
組

合
員
が
地
域
に
生
協
が
あ
る
こ
と

の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
確
認
す

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

レ
に
行
く
と
い
っ
た
日
常
動
作
を

行
う
筋
力
を
強
く
す
る
「
筋
刺
激

体
操
」
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
と

寝
た
き
り
を
防
ぎ
、
ど
こ
で
も
誰

で
も
楽
し
く
で
き
て
、
し
か
も
効

果
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
み
ん
な
で
一
緒
に
や
る

の
が
良
い
と
、
松
尾
さ
ん
の
元
気

な
か
け
声
に
合
わ
せ
て
参
加
者
全

員
で
手
や
足
を
動
か
し
て
み
る

と
、
な
か
な
か
う
ま
く
で
き
ま
せ

ん
。「
難
し
い
〜
」
と
声
が
上
が

り
ま
す
が
、
な
ん
だ
か
楽
し
く
会

場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い
が
起
こ

り
ま
す
。
次
に
６
秒
間
、
最
大
の

力
で
手
を
合
わ
せ
押
し
た
り
引
い

た
り
、
皆
さ
ん
筋
肉
が
ピ
ク
ピ
ク

と
動
く
の
が
分
か
る
ほ
ど
必
死
に

力
を
出
し
ま
す
。
継
続
す
る
こ
と

で
効
果
が
あ
る
と
の
話
に
「
地
域

で
筋
ト
レ
体
操
を
し
て
い
る
の
で

参
考
に
し
た
い
。
よ
く
覚
え
て
家

や
班
会
で
や
り
た
い
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

高
坂
事
務
長
か
ら
は
、
全
日
本

民
医
連
よ
り
１
年
間
で
90
名
以
上

の
医
師
支
援
を
頂
い
た
こ
と
に
よ

る
変
化
、
新
年
度
の
医
師
体
制
、

新
病
院
建
設
や
介
護
事
業
５
カ
年

計
画
（
案
）
等
に
つ
い
て
特
別
報

告
。「
医
師
が
増
え
る
の
を
聞
い

て
安
心
し
た
。
元
気
が
出
た
よ
」

と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
保
健
連
絡
会
の
朗

読
劇
で
は
「
組
合
員
の
力
を
合
わ

せ
て
新
病
院
建
設
を
」
と
そ
れ
ぞ

れ
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
35
回
保
健
組
織
活
動
交
流
集
会
が
、
3
月
18
日
、
昭
和
村
公
民
館
に
１
８
７
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
コ
ー
ラ
ス
「
ア
ン
ダ
ン
テ
」
に
よ
る
素
敵
な
歌
声
で
開
会
し
、
来
賓
の
武
井

昭
信
昭
和
村
副
村
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。　
　

　

記
念
講
演
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
松
尾
初
美
さ
ん
（
群
馬
中
央
医
療
生
協
理

事
）が
「
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
を
楽
し
く
体
験
し
ま
し
ょ
う
」
と
実
習
中
心
に
効
果

的
な
指
導
。新
年
度
の
医
療
体
制
や
新
病
院
建
設
の
状
況
に
つ
い
て
も
共
有
し
ま
し
た
。

に
研
修
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
こ
で
学
ん
だ
も
の
は
地
域
で
い

き
い
き
と
自
主
的
な
班
会
を
行
う

様
子
、
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

保
健
大
学
で
あ
っ
た
。
保
健
大
学

最
後
の
講
義
を
一
緒
に
受
け
る
機

会
が
あ
り
、
肥
田
舜
太
郎
先
生
の

「
い
の
ち
の
教
育
」
を
聴
講
し
た
。

日
本
の
教
科
書
に
は
「
い
の
ち
の

教
育
」
が
な
い
こ
と
、
憲
法
を
基

本
に
根
本
的
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
▼
全
国
に
先
駆
け

て
は
じ
ま
っ
た
利
根
の
保
健
大

学
だ
が
現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
。

「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
」

で
組
合
員
と
職
員
が
力
を
あ
わ
せ

て
医
療
生
協
運
動
の
原
点
で
あ
る

地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
運
動

を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
昨
年
十
一
月
に
健
康
チ
ェ

ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
あ

り
三
十
一
人
の
卒
業
生
が
生
ま
れ

た
。
四
十
代
の
若
き
サ
ポ
ー
タ
ー

も
生
ま
れ
こ
れ
か
ら
元
気
に
地
域

で
活
躍
し
よ
う
と
し
て
い
る
▼
医

療
福
祉
生
協
連
が
結
成
し
て
一
年
、

全
国
の
医
療
生
協
の
組
合
員
の
力

は
非
常
に
大
き
い
。
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
全
国
で
つ
な

が
っ
て
い
る
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
、
各
地
の
医
療
生
協
に
学
ぶ
姿

勢
が
必
要
だ
。
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
介
護
活
動
を
も
っ

と
深
め
て
い
く
た
め
に
、
総
合
病

院
建
設
を
支
え
る
組
織
活
動
を
強

化
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を

も
っ
と
全
国
の
経
験
に
学
び
、
利

根
保
健
生
協
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動

に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
い
の
ち
を
守
る
日
本
国
憲

法
を
今
一
度
読
み
直
す
。　
（
中
澤
）

　

利
根
保
健
生
協
に
入

職
し
た
際
、
一
週
間
組

織
活
動
を
勉
強
す
る
た

め
医
療
生
協
さ
い
た
ま

一人は万人のために 万人は一人のために

班会で　悩み話せば心が軽くなる。

（１） 第511号2012年４月１日（毎月1回1日発行）

レインボー健康体操を笑顔で楽しむ参加者たち

インストラクター
松尾初美 さん

中央保健連絡会の朗読劇

「
家
や
班
会
で
や
り
た
い
」

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操

第35回保健組織活動交流集会楽
し
い
！

機
関
紙
配
布
や

常
勤
医
師
39
名
体
制
に

誰
で
も
で
き
る

班
会
が
増
資
に

利根保健生協　2012 年２月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・26,501 世帯
出 資 金 額・・・・1,243,883,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・46,937 円

氏名、住所変更をされた方は、
生協本部（２２-６０６０）までご連絡ください。

理事29名　監事2名　総代201名　班長1337名

2012
年度

第１講座…5月12日（土）13:30〜16:30
第２講座…5月19日（土）13:30〜16:30
会場…沼田市保健福祉センター　4Fフロア
講師…インストラクター 松尾初美さん（群馬中央医療生協 理事）
受講料…500円（連続講座のため1回のみでも料金は同じです）
受講対象…健康づくりに関心のある方なら誰でも参加できます

【問合せ・お申込み】利根保健生協 組織部 ℡ 22-2300

レインボー健康体操 リーダー養成講座 申込期限　
4月25日（水）



と
り
く
み
方
法
や
、
新
病
院
の
イ

メ
ー
ジ
図
等
の
提
案
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
見
る
と
い
よ
い

よ
夢
が
現
実
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

利 根 の 保 健

班会で　友達できた一人じゃない。

（２）第511号2012年４月１日（毎月1回1日発行）

　

３
月
10
日
（
土
）、
前
橋
で
群

馬
民
医
連
主
催
の
「
社
保
大
学
習

会
」
が
開
か
れ
１
３
０
余
人
、
当

生
協
か
ら
は
組
合
員
・
職
員
44
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

芝
田
英
昭
立
教
大
学
教
授
を
講

師
に
迎
え
「
国
民
を
だ
ま
す
『
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
』
の
本

音
」
と
題
し
て
の
話
で
し
た
。

　

い
ま
盛
ん
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る

「
超
高
齢
化
危
機
論
」
は
ま
や
か

　

未
来
の
群
馬
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
「
さ
よ
な
ら
原
発
」
の
声

を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
と
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
一
年
を
迎
え
た
３
月

11
日
、
高
崎
市
の
城
址
公
園
で

「
力
あ
わ
せ
る
２
０
０
万
群
馬　

3
・
11
さ
よ
な
ら
原
発
ア
ク
シ
ョ

ン
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
各
団
体
が

「
原
発
な
く
せ
」
の
一
点
で
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
実
現
さ
せ
ま

し
た
。
全
県
で
２
，
５
０
０
人
が

集
い
、
利
根
沼
田
か
ら
は
バ
ス
二

台
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
黙
祷
の
後
、
全

て
の
原
発
の
廃
止
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
転
換
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル

や
、
医
師
、
保
育
園
、
各
地
域
代

３・１１ さよなら原発アクション

子どもの命を守れ
群馬で２５００人

利根中央病院

新
病
院
候
補
地

論
議
を
重
ね
検
討
中

　

現
在
、
理
事
会
で
は
建
設
委
員

会
か
ら
推
奨
さ
れ
た
候
補
地
に
つ

い
て
「
十
分
な
時
間
を
と
っ
て
論

議
を
す
す
め
た
い
」「
候
補
地
の

具
体
的
な
場
所
も
確
認
し
た
い
」

と
、
理
事
会
と
建
設
委
員
会
の
合

同
会
議
、
及
び
現
地
見
学
会
を
開

く
な
ど
特
別
な
体
制
を
と
っ
て
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
社
か
ら
、
新
病
院
に
対
す
る

考
え
方
、
施
行
に
関
し
て
今
後
の

　
新
病
院
基
本
構
想
案

○
精
神
疾
患
や
認
知
症
、
が
ん
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
な
ど
幅
広
く

一
般
病
床
で
対
応
す
る
。

○
個
室
率
は
30
％
〜
50
％
（
ト
イ
レ
、
洗
面
、
シ
ャ
ワ
ー
付
）

○
多
床
室
は
４
床
室
を
基
本
（
ト
イ
レ
、
洗
面
付
）

○
看
護
単
位　

50
〜
59
床
も
し
く
は
40
〜
49
床

設
計
は
６
社
か
ら
提
案

〈
沼
田
東
支
部
〉

入
澤　

節
子

〈
沼
田
中
支
部
〉

田
中　

悦
子

〈
沼
田
西
支
部
〉

吉
原　

明
枝

〈
沼
田
南
支
部
〉

深
代　
　

均

〈
沼
田
北
支
部
〉

髙
橋　

紀
子

〈
利
南
支
部
〉

大
矢　

圭
二

塩
野　

富
弘

〈
池
田
支
部
〉

宮
内　

ト
キ

富
澤　
　

洋

髙
橋
ま
ち
子

松
井　

則
雄

栗
原
里
美
子

〈
薄
根
支
部
〉

金
子　
　

実

田
村　

大
吉

上
野　

貴
人

上
野　

光
江

〈
川
田
支
部
〉

大
竹　

英
美

小
渕　
　

信

太
田　

富
夫

竹
之
内
洋
子

見
城　

康
郎

冨
澤
初
太
郎

〈
利
根
南
支
部
〉

長
谷
川
と
も
恵

〈
片
品
支
部
〉

星
野　

安
正

吉
野
キ
ヨ
エ

〈
川
場
支
部
〉

戸
丸　

善
一

角
田　

政
二

中
澤
み
き
子

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

小
林　

昌
行

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

田
村　

明
美

田
村　

き
ん

林　
　

伸
夫

〈
水
上
支
部
〉

村
田
み
つ
江

阿
部　

里
子

〈
新
治
支
部
〉

平
野　

志
な

原
沢　

政
志

田
村
吉
之
助

〈
昭
和
南
支
部
〉

綿
貫
か
お
里

生
方
キ
ミ
子

兵
藤
フ
ク
彐

〈
高
山
支
部
〉

大
木　

友
八

大
木　

し
げ

桜
井
美
喜
子

松
井　
　

晴

〈
中
之
条
町
〉

冨
沢　

孝
子

bbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbb

〈
沼
田
北
支
部
〉

　
（
2170
口
以
上
）

永
井　

達
郎

　
（
1400
口
以
上
）

高
山　

良
雄

　
（
1050
口
以
上
）

角
田　

正
男

　
（
330
口
以
上
）

杉
野　

甚
太

　
（
280
口
以
上
）

池
田　
　

清

　
（
250
口
以
上
）

柳　

き
み
江

　
（
160
口
以
上
）

後
藤　

武
夫

　
（
150
口
以
上
）

森
田　
　

覚

小
林　

常
治

　
（
110
口
以
上
）

大
河
原
常
男

本
多　

秀
夫

　
（
100
口
以
上
）

長
塩　

玄
雄

　
（
80
口
以
上
）

宇
居　

ケ
イ

　
（
70
口
以
上
）

生
方　

秀
二

　
（
60
口
以
上
）

今
村
禧
八
郎

　
（
50
口
以
上
）

木
暮　

ハ
ツ

　
（
30
口
以
上
）

宮
内　
　

求

　
（
20
口
以
上
）

田
川　

申
成

　
（
10
口
以
上
）

島
方　
　

孝

〈
利
南
支
部
〉

　
（
3100
口
以
上
）

林　

健
重
郎

　
（
1120
口
以
上
）

織
田
沢
澄
世

　
（
30
口
以
上
）

津
久
井
晴
美

　
（
10
口
以
上
）

芝
宮
か
ず
江

〈
池
田
支
部
〉

　
（
1180
口
以
上
）

細
川　

三
夫

　
（
510
口
以
上
）

高
山　

せ
ん

　
（
160
口
以
上
）

宮
田
喜
宮
男

　
（
10
口
以
上
）

秋
山　
　

仁

澤
田　

芳
信

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

　
（
1680
口
以
上
）

林　
　

郁
次

　
（
370
口
以
上
）

高
野　

富
男

　
（
250
口
以
上
）

田
村　

昌
弘

　
（
130
口
以
上
）

高
橋　

靖
二

　
（
110
口
以
上
）

高
柳　

欽
一

林　
　

登
吉

　
（
100
口
以
上
）

原
沢　

芳
雄

　
（
60
口
以
上
）

杉
木
八
重
子

〈
水
上
支
部
〉

　
（
2570
口
以
上
）

穂
苅　

清
一

　
（
2170
口
以
上
）

小
崎
洋
一
郎

　
（
430
口
以
上
）

月
岡　
　

章

　
（
300
口
以
上
）

鈴
木　

正
美

　
（
180
口
以
上
）

雲
越　

万
枝

　
（
150
口
以
上
）

市
村
四
五
郎

田
村
貴
代
美

　
（
90
口
以
上
）

木
村　

栄
一

　
（
70
口
以
上
）

奈
良　
　

勇

　
（
50
口
以
上
）

吉
野　

拓
夫

　
（
30
口
以
上
）

上
原　

愛
子

〈
新
治
支
部
〉

　
（
1380
口
以
上
）

田
村　
　

進

　
（
800
口
以
上
）

林　
　

利
雄

　
（
740
口
以
上
）

安
達　
　

澄

　
（
360
口
以
上
）

本
多　
　

勇

　
（
330
口
以
上
）

田
村　

照
代

　
（
280
口
以
上
）

入
部　
　

武

　
（
250
口
以
上
）

山
岸
タ
ツ
子

　
（
160
口
以
上
）

大
坪　
　

進

　
（
130
口
以
上
）

〈
沼
田
東
支
部
〉

　
（
690
口
以
上
）

生
方　

輝
房

　
（
670
口
以
上
）

雲
越　

タ
カ

　
（
420
口
以
上
）

村
田　

定
蔵

　
（
360
口
以
上
）

桑
原　

和
子

　
（
150
口
以
上
）

林　
　

昭
平

　
（
100
口
以
上
）

佐
々
木
旬
子

　
（
70
口
以
上
）

田
村　

久
子

　
（
60
口
以
上
）

長
門　
　

孝

　
（
40
口
以
上
）

小
嶌
よ
志
江

　
（
10
口
以
上
）

田
中
新
一
郎

〈
沼
田
中
支
部
〉

　
（
160
口
以
上
）

土
田　
　

久

　
（
130
口
以
上
）

内
海　

洋
子

　
（
120
口
以
上
）

佐
藤　

充
郷

　
（
110
口
以
上
）

富
岡　

英
夫

　
（
40
口
以
上
）

今
井　

勇
一

〈
沼
田
西
支
部
〉

　
（
730
口
以
上
）

佐
藤　
　

彰

　
（
630
口
以
上
）

石
坂　

テ
ツ

　
（
230
口
以
上
）

齋
藤　

光
雄

　
（
130
口
以
上
）

森　
　

ナ
ミ

　
（
120
口
以
上
）

坂
上　
　

昇

　
（
50
口
以
上
）

須
藤
恵
津
子

　
（
20
口
以
上
）

中
島　

貞
次

三
ツ
井
久
雄

〈
沼
田
南
支
部
〉

　
（
590
口
以
上
）

馬
場
半
次
郎

　
（
130
口
以
上
）

角
田　

孝
平

　
（
110
口
以
上
）

宮
田　

幸
司

　
（
100
口
以
上
）

角
田　

春
視

　
（
90
口
以
上
）

松
井　

金
良

　
（
80
口
以
上
）

高
山　

善
市

　
（
70
口
以
上
）

田
村　
　

孝

　
（
50
口
以
上
）

高
山　

精
二

木
村　

由
夫

　
（
20
口
以
上
）

剣
持
富
二
男

　
（
10
口
以
上
）

小
野　

光
良

〈
薄
根
支
部
〉

　
（
160
口
以
上
）

桑
村　

高
志

　
（
140
口
以
上
）

久
枝　
　

允

　
（
90
口
以
上
）

落
合　

幸
次

　
（
50
口
以
上
）

山
口　

佳
丈

　
（
40
口
以
上
）

笛
木　

信
行

　
（
20
口
以
上
）

長
谷
川
キ
ヨ
ミ

神
尾　
　

亨

　
（
10
口
以
上
）

田
村　

大
吉

〈
川
田
支
部
〉

　
（
700
口
以
上
）

岡
野　

行
男

　
（
530
口
以
上
）

生
方　

忠
一

　
（
300
口
以
上
）

菅
沼　

恒
雄

　
（
60
口
以
上
）

金
子　

満
造

　
（
50
口
以
上
）

河
合　

寿
一

　
（
40
口
以
上
）

冨
澤
初
太
郎

　
（
10
口
以
上
）

大
竹　

健
二

〈
白
沢
支
部
〉

　
（
110
口
以
上
）

小
林　

充
義

　
（
90
口
以
上
）

高
橋　

道
則

富
沢　

康
次

羽
賀
旭
佐
子

　
（
80
口
以
上
）

榎
本　

君
江

　
（
60
口
以
上
）

平
野　

志
な

　
（
50
口
以
上
）

田
村　

柳
子

　
（
40
口
以
上
）

本
多　

賀
積

　
（
20
口
以
上
）

窪
田　

金
嘉

大
坪　

住
三

吉
田　

喜
義

〈
昭
和
東
支
部
〉

　
（
160
口
以
上
）

原　
　

照
雄

　
（
120
口
以
上
）

田
村
那
華
雄

　
（
90
口
以
上
）

横
坂　

定
男

　
（
70
口
以
上
）

吉
野　

孝
男

高
橋　

マ
サ

〈
昭
和
南
支
部
〉

　
（
680
口
以
上
）

諸
田　

邦
男

　
（
400
口
以
上
）

藤
井　

愛
作

　
（
80
口
以
上
）

山
口　

義
一

諸
田　

浩
一

　
（
50
口
以
上
）

桑
原　
　

勉

木
村　

武
夫

　
（
30
口
以
上
）

綿
貫　

正
昭

吉
田　

政
美

　
（
20
口
以
上
）

加
藤　

廣
久

関
上　

玉
江

〈
高
山
支
部
〉

　
（
170
口
以
上
）

倉
田
源
之
助

　
（
120
口
以
上
）

後
藤　

祐
良

　
（
100
口
以
上
）

山
口　

久
男

　
（
60
口
以
上
）

平
形　

忠
男

　
（
50
口
以
上
）

大
木　

伸
一

〈
中
之
条
町
〉

　
（
80
口
以
上
）

宮
崎　

俊
夫

〈
子
持
〉

　
（
50
口
以
上
）

峯
岸
テ
ル
子

　
（
70
口
以
上
）

桑
原　
　

栄

　
（
10
口
以
上
）

新
木　

仁
作

〈
利
根
北
支
部
〉

　
（
1760
口
以
上
）

小
林　

喜
市

　
（
1510
口
以
上
）

小
菅　
　

義

　
（
720
口
以
上
）

金
子　

和
一

　
（
70
口
以
上
）

加
藤　

周
子

　
（
60
口
以
上
）

髙
井　

辰
三

〈
利
根
南
支
部
〉

　
（
100
口
以
上
）

鈴
木　

美
夫

〈
片
品
支
部
〉

　
（
390
口
以
上
）

笠
原　

喜
八

　
（
40
口
以
上
）

篠
原　

源
一

〈
川
場
支
部
〉

　
（
1330
口
以
上
）

宮
田
理
三
郎

　
（
360
口
以
上
）

高
山　

廣
昭

　
（
30
口
以
上
）

小
林　

和
夫

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

　
（
1480
口
以
上
）

小
林　

一
義

　
（
1310
口
以
上
）

真
庭　

利
治

　
（
590
口
以
上
）

尾
崎　

孝
男

　
（
400
口
以
上
）

真
庭　

一
男

　
（
160
口
以
上
）

野
村　

孝
子

　
（
100
口
以
上
）

根
津　

松
男

馬
場　

征
夫

　
（
90
口
以
上
）

遠
藤　

寅
平

　
（
80
口
以
上
）

沢
口
た
か
の

　
（
30
口
以
上
）

櫛
淵　

明
夫

伊
能
く
に
代

　
（
20
口
以
上
）

伊
藤　

美
江

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

よ
う

　 

こ
そ

２
月
分

新
し
い
仲
間

増
資
者
一
覧

▼
２
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
九
〇
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
２
月
の
増
資
は
八
七
〇
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、
紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　

一
六
二
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

▼
毎
月
一
万
円
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

２
月
の

新
加
入
者

表
等
様
々
な
立
場
の
人
の
訴
え
、

福
島
か
ら
の
避
難
者
丹
冶
杉
江
さ

ん
の
「
根
拠
の
な
い
安
全
宣
言
が

さ
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
大
人
の

責
任
で
原
発
を
無
く
し
た
い
。
事

故
を
風
化
さ
せ
な
い
と
り
く
み
に

し
て
い
き
た
い
」
と
の
発
言
に

「
真
剣
な
訴
え
に
感
動
し
た
」
と

の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
の
後
「
原
発
な
く
て
も
エ

エ
ジ
ャ
ナ
イ
カ
大
行
進
」
と
し

て
、「
原
発
な
く
せ
、
子
ど
も
の

命
を
守
れ
」
と
、
市
内
を
約
一
時

間
か
け
て
行
進
を
し
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
市
内
の
高
校
生
が
い

く
つ
も
の
グ
ル
ー
プ
で
、
被
災
高

校
生
へ
の
カ
ン
パ
活
動
を
行
っ
て

い
て
相
互
に
エ
ー
ル
の
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
未
曾
有
の
災
害
か
ら
一
年

が
経
過
し
、
世
界
各
国
で
も
関
心

が
持
た
れ
、
犠
牲
者
を
悼
ん
で
キ

ャ
ン
ド
ル
献
灯
や
祈
り
が
さ
さ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

「
師
匠
に

恩
返
し
」

第
27
回
囲
碁
大
会

　

３
月
10
日
、
第
27
回
囲
碁
大
会

に
52
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
小
学
四
年
か
ら
参

加
し
て
き
た
北
爪
裕
幸
君
は
、
高

校
一
年
に
な
り
高
崎
の
高
校
囲
碁

部
で
活
躍
中
。
始
め
た
と
き
か
ら

囲
碁
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
き
た

師
匠
の
佐
藤
禎
通
さ
ん
の
全
勝
優

勝
を
阻
み
、「
初
め
て
先
生
に
勝

て
た
」
と
、
喜
び
の
声
が
出
て
い

ま
し
た
。

　

成
績
は
左
記
の
通
り

　
　
　
　
〈
参
加
者
数
〉（
支
部
）

Ｓ
Ａ
ク
ラ
ス
〈
12
人
〉

　

優
勝　

見
城　

弘
殷
（
沼
田
東
）

　

二
位　

北
爪　

裕
幸
（
沼
田
中
）

　

三
位　

原
沢　

良
男
（
利
南
）

Ａ
ク
ラ
ス
〈
16
人
〉

　

優
勝　

堀
口　

稔
夫
（
沼
田
中
）

　

二
位　

梅
沢　

銀
一
（
沼
田
東
）

　

三
位　

阿
部　
　

茂
（
月
夜
野
西
）

Ｂ
ク
ラ
ス
〈
13
人
〉

　

優
勝　

田
村　

賢
一
（
池
田)

　

二
位　

能
登
藤
一
郎
（
池
田
）

　

三
位　

角
田　

勝
義
（
沼
田
東
）

Ｃ
ク
ラ
ス
〈
11
人
〉

　

優
勝　

小
野
和
一
郎
（
水
上)

　

二
位　

木
村　

一
夫
（
池
田
）

　

三
位　

木
村　

畯
一
（
池
田
）

し
で
あ
り
、
労
働
人
口
を
総
人
口

の
割
合
で
見
る
の
が
正
し
い
。
ま

た
、
大
企
業
が
抱
え
る
膨
大
な
内

部
留
保
、
こ
の
利
益
は
自
社
の
み

で
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
広

く
還
元
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。
日
本
で
は
す
べ
て
の
も
の
に

か
か
る
消
費
税
だ
が
、
世
界
的
に

は
食
品
に
は
か
け
な
い
ル
ー
ル
が

あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
医
療
の
分
野
で

は
、
混
合
診
療
の
解
禁
が
上
げ
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
事
に
、
財
界
の

思
惑
と
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
で
、
相

互
が
連
携
し
社
会
保
障
部
分
を
儲

け
の
対
象
に
し
て
い
る
。「
消
費

税
増
税
や
む
な
し
」、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
け
れ
ば
負
担
を
し
な
さ

い
。
と
い
う
の
が
本
音
。

　

参
加
者
か
ら
「
わ
か
り
や
す
く
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
が
理
解
で
き
た
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
保
障
が
、儲
け
の
対
象
に

前
橋
で
大
学
習
会



梅

一

輪

添

え

て

米

寿

の

祝

膳

旅
路
に
て
足
湯
に
浸
か
り
花
の
宿

春
近
し
川
面
見
据
え
て
い
る
釣
師

学

舎

に

笑

い

声

あ

り

桜

か

な

あ
た
た
か
に
う
だ
つ

揚
が
っ
て
お
り
に
け
り

暖

か

や

西

行

思

ふ

筆

の

先

入
彼
岸
指
先
に
粉
つ
け
し
ま
ま

茶
坊
主
も
お
内
裏
さ
ま
も
一
つ
灯
に

送

る

人

送

ら

れ

る

人

春

の

宵

陽
の
誘
い
受
け
て
千
草
や
水
温
む

病

棟

か

ら

眺

む

赤

城

は

朝

霞

日
溜
ま
り
に
梅
一
輪
の
日
和
か
な

亡
き
母
の
蕗
味
噌
の
味
妻
は
継
ぐ

年間計画づくり

一人は万人のために 万人は一人のために

班会で　冗談言ったり笑ったりいい気分。

（３） 第511号2012年４月１日（毎月1回1日発行）

２月班会開催一覧
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ま
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丸
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勇
吉

鎌
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星
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歌
子

鎌
田　
　
　

星
野　

康
一

班会あれこれ
おらがまちの

薄
根　

恩
田
合
同
班

前立腺がんの話

片
品　

菅
沼
合
同
班

病院建設の話

水
上　

阿
能
川
班

ぬ
く
も
り
の
ト
ヨ
さ
ん
詩
集
「
百
歳
」
を
強
き
想
ひ
に

読
み
返
し
見
る

救
は
れ
て
ゐ
る
生
命
と
思
ふ
窓
口
に
一
割
負
担
の
金
払

ふ
と
き

道
の
辺
に
し
ろ
つ
め
ぐ
さ
の
び
っ
し
り
と
新
芽
そ
ろ
ひ

て
今
し
萌
え
い
づ

頬
な
で
る
風
や
わ
ぎ
水
温
み
淀
み
に
糸
垂
る
少
年
ふ
た
り

　子
持
山
は
た
て
に
霞
む
朝
温
し
畑
打
ち
せ
む
と
地
下
足

袋
を
履
く

入
り
日
今
背
戸
の
山
墓
あ
か
あ
か
と
暮
れ
な
づ
み
行
く

赤
城
裏
里

残
雪
に
静
か
に
雨
が
降
り
注
ぐ
待
ち
わ
び
て
ゐ
し
庭
木

も
歓
喜

痛
む
膝
耐
へ
つ
つ
送
る
辛
き
日
々
強
く
生
き
抜
く
雑
草

い
と
し

良
き
子
ら
に
恵
ま
れ
感
謝
の
人
生
を
自
信
を
信
じ
て
明

日
を
生
き
る

庭
隅
に
枯
葉
盛
上
る
所
あ
り
払
い
除
け
れ
ば
福
寿
草
顔

を
出
す

沼
田
市
上
久
屋
町　
　

織
田
沢　

公　

子

み
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尾
合　
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み
な
か
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町
下
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昭
和
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森
下　
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さ
な
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沼
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市
久
屋
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川　

田　

み
の
る

沼
田
市
高
橋
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町　
　

森　

田　

妙　

子

大腸がんチェック

沼
田
東

　

東
原
新
町
９
・
10
合
同
班

レインボー体操

高
山

　

中
山
新
田
合
同
班

認知症予防の話

利
南　

栄
町
合
同
班

レクリエーション

利
南

　

下
久
屋
町
合
同
班

ス
リ
ッ
パ
を
蹴
っ
て
揃
え
る
反
抗
期

さ
く
ら
咲
け
早
く
咲
け
よ
と
ラ
ン
ド
セ
ル

か
く
し
つ
が
税
と
燃
料
吊
り
上
げ
る

え
ん
が
わ
に
嫁
と
姑
が
日
向
ぼ
こ

月
夜
野　
　

林　
　

い
く

薄
根
町　
　

加
瀬
田
フ
サ
エ

中
山　
　
　

木
村　

浅
城

貝
野
瀬　
　

林　
　

篤
次

検査をすすめて地域からがん撲滅を！

新病院はどこに？　通院支援の申込は？

ひと月おきのあつまりで健康の確認を！

予防について笑いを交えながら聞く

脳刺激体操で盛り上がる。

陰性の結果に会話もはずみます

尺八にあわせて全員で唄を楽しむ 署名にご協力ください
　４月号と一緒に「社会保障の充実を求める請願署
名」をお配りしました。社会保障の充実のための財
源確保に消費税アップやむなしは本当でしょうか？
チラシを読んでいただき、ご協力をお願いします。
　各事業所窓口、もよりの役員さん、班会などでお
預かりします。

支部名 班　名 班  長  名 人数 班 会 内 容
沼田東 材木町 11 小林　永久子 5 歯(インプラント）の話

材木町 1 小野　　のぶ 5 認知症について、脳トレ
上原町 9-2 星野　フジ子 6 カルシウムの話・骨密度測定
西原新町 11-1 得能　　淑子 4 放射線量測定

沼田西 榛名町 8-2 金子　　くら 6 脳卒中の話・血管年齢測定
榛名町 8-1 宮内　はつえ 5 脳卒中の話・血管年齢測定
薄根町 6-5 片野　　敏雄 6 アカンベーチェック
清水町２ 小池　よし子 4 筋トレ・口福カルタ
清水町１ 戸部　　カツ 4 筋トレ・口福カルタ
清水町 7-2 堀越　　京子 4 筋トレ・口福カルタ

沼田南 鍛冶町 10 馬場　半次郎 3 薬のはなし・血管年齢チェック
鍛冶町６ 竹村　　健一 3 薬のはなし・血管年齢チェック

利　南 下久屋原 星野　サヨ子 2 骨粗鬆症の話・骨密度測定
戸鹿野町１、２ 星野　　早苗 5 セラバン体操
上久屋馬場 織田澤　澄世 5 体組成測定・メタボについて

池　田 下発知合同 永井　　章子 7 建設説明会
上発知町 坂下 小野塚　京次 4 放射線のＤＶＤ・指の運動
上発知町 馬場 斎藤　　欣一 3 放射線のＤＶＤ・指の運動
上発知町 坂上 桑原　　昭一 3 放射線のＤＶＤ・指の運動
上発知町 河原方 石川　五三七 3 放射線のＤＶＤ・指の運動
中発知町岩本１ 中澤　　伸夫 4 建設説明会、体組成チェック
中発知町岩本２ 林　　　浩安 4 建設説明会、体組成チェック
中発知町木内 尾澤　　富夫 4 建設説明会、体組成チェック
中発知町木村 木村　　富夫 4 建設説明会、体組成チェック
中発知町田中 笠原　　　茂 4 建設説明会、体組成チェック
中発知町板屋 吉野　　利幸 4 建設説明会、体組成チェック
中発知町原 加藤　　　功 4 建設説明会、体組成チェック
中発知町東西 生方　　巻雄 4 建設説明会、体組成チェック
中発知町店 小野　　計幸 3 建設説明会、体組成チェック

川　田 下川田町宮塚１ 深津　　文子 4 血管年齢測定
下川田町宮塚３ 深津　　京子 3 血管年齢測定
下川田町田中１ 茂木　　チヨ 4 尿検査・セラバン体操
下川田町田中２ 生方　志づ子 4 尿検査・セラバン体操

白　沢 尾合上 角田　　梅子 6 大腸がんチェック・薬の飲み方
利根北 追貝合同 小林　　喜市 10 スマイルボーリング・輪投げ・筋トレ

追貝合同 小林　　喜市 14 スマイルボーリング・輪投げ・筋トレ
穴原 1･2 中澤　　貞祇 13 介護保険の話
高戸谷合同 加藤　　眞喜 9 ころばん体操・冬場の皮膚疾患

川　場 中野合同 宮田　貴美子 5 甲状腺について
月夜野東 後閑上入 佐藤　　　興 4 インフルエンザ・ノロウィルスの話

後閑下入 渋谷　　典子 5 インフルエンザ・ノロウィルスの話
真庭  政所 大谷　スミ子 11 ボケないための話
下牧原の中 山田　八重子 4 温泉班会
下牧原−２ 高橋　　ミネ 3 温泉班会

新　治 布施河原上 佐藤　八重子 5 輪投げ・血圧
布施河原下 佐藤　　まつ 5 輪投げ・血圧
布施河原上 佐藤　八重子 6 輪投げ・血圧
布施河原下 佐藤　　まつ 5 輪投げ・血圧
須川 上 細川　のぶ子 3 大腸がんチェック・病院建設の話
須川 中 梅澤　由美子 3 大腸がんチェック・病院建設の話
須川 下 1 見城　　光子 4 大腸がんチェック・病院建設の話
須川 下 2 太田　ヒサ子 3 大腸がんチェック・病院建設の話
須川十二河原 田村　　照代 5 利根中央病院の現状

昭和東 貝野瀬  田中 2 小宮　　友三 5 歯の話
貝野瀬  田中３ 横坂　　　実 5 歯の話
貝野瀬根岸 林　　　利彦 4 歯の話
貝野瀬大堀２ 横坂　　末吉 4 歯の話

昭和南 川額 入原上 1 板橋　きみ江 4 筋トレ体操・唄
川額 入原中 堤　　　栄子 4 筋トレ体操・唄
川額 入原下 1 諸田　　まつ 6 筋トレ体操・唄
川額 入原下 2 堤　　　きみ 6 筋トレ体操・唄
川額 入原上 2 板橋　　せい 5 筋トレ体操・唄

高　山 中山判形西原 松井　　亀夫 5 肺炎の話・体操・食事会
中山判形柿平 古澤　　雪夫 7 肺炎の話・体操・食事会
中山判形溝口 後藤　　いく 10 肺炎の話・体操・食事会
中山判形前原 木村　千代子 6 肺炎の話・体操・食事会

職域・他 コスモス 中島　　三枝 10 ころばん・セラバン体操
コスモス 中島　　三枝 11 レインボー体操
コスモス 中島　　三枝 10 ストレッチ、放射線のDVD
コスモス 中島　　三枝 7 ころばん・セラバン体操

統　計 70回 369人

□ 作り方
①ベーコンは5㎝長さに切る。菜の花は水の中でふり洗いし、根元を少し切り
落して、かたい部分の皮をそぎ取り、半分に切る。そら豆は塩ゆで（分量外）
して薄皮をむく。
②スパゲッティは〈A〉で５分ゆで、ゆで汁（カップ2）は残しておく。
③フライパンにオリーブオイルを熱し、①のベーコン、菜の花を炒める。
④しんなりしたら、②のスパゲッティ、①のそら豆、ゆで汁、コンソメを加えて
１分煮る。
＊一口コメント：好みで粗びき黒こしょう（適量）を加えてもよい。

（栄養課　小野　由美子）

□ 材料（２人分）
スパゲッティ・1.6㎜…………………………160ｇ

〈A〉 水… …………………………………… ２ℓ
　　コンソメ（固形）……………………………1個
　　 塩… …………………………………小さじ2
　　ベーコン……………………………………2枚

菜の花・1束… ………………………………200g
そら豆（グリンピースの缶詰でもよい）…… 16粒
コンソメ（固形）…………………………………1個
オリーブオイル……………………………大さじ1

１人分（511kcal）

春野菜のスープパスタ



　

55
年
前
よ
り
班
長
と
し
て
班
会

開
催
し
、
あ
じ
さ
い
の
会
の
方
に
誘

わ
れ
て
23
年
前
に
利
根
の
保
健
大

学
へ
参
加
、
生
協
と
の
長
い
縁
が

で
き
ま
し
た
。「
下
発
知
の
総
代

さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
代
理
に
お

請
け
し
て
か
ら
8
年
が
た
ち
ま
し
た
」

と
今
年
度
は
新
病
院
建
設
の
説
明

会
も
開
催
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
「
職
員
の
方
が
利
根
の
保
健
を

班
長
ご
と
に
配
布
し
て
い
た
の
で

大
変
と
思
い
、
私
が
ま
と
め
て
受

け
取
り
、
班
長
へ
届
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。」

　

個
人
的
に
は
、
半
日
で
受
け
ら

れ
る
人
間
ド
ッ
ク
に
魅
力
を
感
じ

て
3
年
前
よ
り
中
央
病
院
で
受
け

て
い
る
そ
う
で
す
。「
異
常
が
あ

っ
て
も
病
院
の
外
来
で
検
査
の
予

約
、診
察
、結
果
も
わ
か
り
安
心
し

ま
し
た
」
と
健
康
を
維
持
し
て
趣

味
で
あ
る
書
道
も
続
け
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
も
支
部
の
運
営
委
員

と
し
て
協
力
を
し
て
く
れ
ま
す
。

糖
尿
病
と
の

上
手
な
つ
き
あ
い
方

く
事
で
、
糖
尿
病
が
あ
っ
て
も
健

康
的
な
日
常
生
活
が
送
れ
ま
す
。

中
途
半
端
な
治
療
や
知
識
は
、
逆

に
怖
い
結
果
に
繋
が
り
ま
す
。
ま

ず
は
運
動
と
食
事
、
生
活
習
慣
の

改
善
を
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。
う
ま
く
効
果
が

出
な
い
な
ぁ
と
思
っ
た
時
に
は
、

主
治
医
や
糖
尿
病
専
門
の
医
療
従

事
者
（
糖
尿
病
療
養
指
導
士
）
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
４
月
か
ら
血
糖
値
の
１
～

２
ヶ
月
間
の
平
均
値
を
示
す
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
（
グ
リ
コ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
が
、
日
本
の
基

準
値
か
ら
国
際
基
準
に
統
一
さ

れ
、
変
更
に
な
る
た
め
、
今
ま
で

の
数
値
よ
り
も
平
均
し
て
0.4
％

上
が
り
ま
す
。（
図
１
参
照
） 

　

当
院
で
は
今
後
１
年
間
、
今
ま

で
の
数
値
と
併
記
し
ま
す
の
で
ご

安
心
下
さ
い
。

　

病
院
で
の
診
察
や
治
療
を
う
け

て
、
体
重
の

変
化
は
ど
う

か
？　

体
脂

肪
は
減
っ
た

か
？　

お
な

か
周
り
は
小

さ
く
な
っ
た

か
？　

そ
し

て
病
院
で
受

け
た
血
液
検

査
の
結
果
は

ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い

る
か
？　

こ

れ
ら
を
き
ち

ん
と
把
握
し

て
自
分
の
体

を
し
っ
か
り

管
理
し
て
い

　

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
予
防
し

糖
尿
病
を
良
く
す
る
の
に
は
、
血

糖
値
を
適
正
範
囲
に
保
つ
こ
と
が

必
須
で
す
が
、
そ
れ
に
は
生
活
習

慣
の
改
善
、
食
事
療
法
、
運
動
療

法
が
最
も
大
事
で
す
。
糖
尿
病
の

状
態
に
よ
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
を
助
け
る
薬
物
療
法
や
、
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
が
追
加
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

食
事
療
法
は
糖
尿
病
の
治
療
の

根
幹
と
な
る
部
分
で
す
。
適
切
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
に
抑
え
る

と
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
よ
り

楽
に
行
え
ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
野
菜
や
海
藻
で
食
物

繊
維
も
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
、
主
食

も
お
か
ず
も
よ
く
噛
ん
で
、
１
日

３
食
、
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
食
事
療
法
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
ん
な
本
を
読
み
漁
る

よ
り
も
、
病
院
栄
養
士
か
ら
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
仕
方

や
カ
ロ
リ
ー
計
算
に
つ
い
て
指
導

を
う
け
る
方
が
早
道
で
す
。

　

２
つ
め
は
運
動
療
法
で
、
体
を

動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
体
内
に
余

分
に
溜
ま
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
す
る
と
血
糖
値
は
下
が
り
ま

す
。
運
動
を
す
る
と
、
体
内
で
の

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
高
ま
り
、

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
ス
ト
レ
ス
が

解
消
さ
れ
る
、
皮
下
脂
肪
が
減

る
、
骨
格
筋
が
増
え
る
な
ど
、
多

く
の
効
果
を
得
ら
れ
ま
す
。

ス
リ
ン
を
注
射
で
補
充
す
る
イ
ン

ス
リ
ン
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

膵
臓
か
ら
の
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を

増
や
し
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
効

き
を
よ
く
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
血
糖
を
下
げ
る
薬
や
、
ブ
ド

ウ
糖
の
吸
収
を
ゆ
っ
く
り
抑
え
て

血
糖
を
急
激
に
上
げ
な
い
よ
う
に

す
る
薬
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
療
法
を
始
め
る
時
期
は
、

糖
尿
病
の
タ
イ
プ
や
病
状
、
合
併

症
の
進
行
具
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
を
総
合
し
て
決
め
ま
す
。

最
近
で
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
機

能
を
保
持
す
る
意
味
で
、
早
期
か

ら
薬
物
療
法
を
開
始
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
薬
物
療
法
を
行
う
場

合
に
は
、
自
己
判
断
で
勝
手
に
休

薬
し
た
り
増
や
し
た
り
し
な
い

で
、
指
示
さ
れ
た
薬
量
を
し
っ
か

り
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
の
種
類
は
日
常
で
き
る
も

の
な
ら
ど
ん
な
運
動
で
も
構
い
ま

せ
ん
が
、
全
身
を
動
か
す
も
の
が

薦
め
ら
れ
ま
す
。
週
末
ま
と
め
て

き
つ
い
運
動
を
す
る
よ
り
も
、
毎

日
食
後
に
散
歩
を
し
た
り
、
テ
レ

ビ
を
観
な
が
ら
体
操
を
し
た
り
、

無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
方
法
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
療
法
と
運
動
療
法
だ
け
で

は
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く

い
か
な
い
場
合
に
は
、
薬
物
療
法

を
追
加
し
ま
す
。
経
口
血
糖
降
下

薬
を
用
い
る
内
服
療
法
と
、
イ
ン

　

糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
が
少
な
い

か
、
そ
の
効
き
目
が
不
十
分
な
た

め
に
、
慢
性
的
に
血
糖
が
高
く

な
る(

高
血
糖
に
な
る)

病
気
で

す
。
血
糖
と
は
、
血
液
に
含
ま
れ

る
ブ
ド
ウ
糖
の
濃
度
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖
は
、
生
き
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
血
管

の
中
で
ブ
ド
ウ
糖
と
結
合
し
て
、

筋
肉
や
脳
や
さ
ま
ざ
ま
な
細
胞
へ

ブ
ド
ウ
糖
を
送
り
込
む
働
き
が
あ

り
ま
す
。
食
事
か
ら
取
り
入
れ
た

ブ
ド
ウ
糖
を
、
筋
肉
や
脳
や
細
胞

が
働
く
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
消
費
す
る
と
い
う
“
需
要
と
供

給
”
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
れ

ば
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、「
つ

い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
」

「
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
が
や
め
ら

れ
な
い
」「
運
動
不
足
だ
」「
最
近

太
り
気
味
だ
」
と
い
っ
た
状
況
が

思
い
当
た
る
人
は
、
余
っ
た
糖
が

血
液
中
に
停
滞
し
て
、
高
血
糖
に

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
遺
伝
的
な
素
因
や
心
理
的
ス

ト
レ
ス
の
影
響
も
大
き
く
、
さ
ら

に
は
年
齢
を
重
ね
る
だ
け
で
も
、

高
血
糖
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま

す
。

　

血
糖
が
慢
性
的
に
高
い
と
血
管

が
痛
ん
で
し
ま
い
、
動
脈
硬
化
が

原
因
で
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
を
起

し
た
り
し
ま
す
。
毛
細
血
管
が
障

害
さ
れ
る
こ
と
で
、
網
膜
症
や
腎

症
、
足
壊え
そ疽
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
糖
尿
病
が
も
と
で
発
症

す
る
２
次
的
な
病
気
の
こ
と
を
合

併
症
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

長
期
に
渡
っ
て
高
血
糖
に
晒
さ

れ
た
血
管
を
守
る
た
め
に
は
、
少

し
で
も
早
く
、
か
つ
速
や
か
に
血

糖
を
適
正
範
囲
に
戻
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
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糖
尿
病
は

糖
尿
病
と
ど
の
よ
う
に

糖
尿
病
っ
て

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の

沼
田
市
下
発
知
町
　
永
井 

章ゆ
き
こ子 

さ
ん

自
己
管
理
が
大
事

つ
き
あ
っ
て
い
く
か
？

ど
ん
な
病
気
？
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病
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手
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あ
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方
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横山　雪
ゆき

ちゃん（１歳２ヶ月）
スキー場デビュー♪

利根中央病院
糖尿病専従看護師

星 野 香 織

「
生
協
と
の
長
い
縁
で
健
康
維
持
」

沼
田
市
材
木
町

遠
藤
寛ひ
ろ
と人

く
ん
（
３
歳
）

イ
チ
ゴ
大
好
き
！！

高
崎
市
真
町

金
子
絢あ

や
な奈

ち
ゃ
ん
（
11
ヶ
月
）

も
う
す
ぐ
１
歳
に
な
り
ま
す
♪

東
京
都
府
中
市

井
上
賢け
ん
し
ん信

く
ん
（
10
ヶ
月
）

ハ
イ
ハ
イ
が
上
手
に
な
り
ま
し
た
♥

沼
田
市
上
原
町

井
上
一い
っ
さ沙

く
ん
（
３
歳
）

サ
ツ
マ
イ
モ
が
大
好
き
で
す
♪

み
な
か
み
町
下
牧

藤
井
乙き
き姫

ち
ゃ
ん
（
１
歳
８
ヶ
月
）

元
気
い
っ
ぱ
い
★

沼田市柳町

増田莉
りこ

瑚ちゃん（７ヶ月）
我が家の姫です♥

沼田市薄根町

塩野　豪
ごう

くん（２歳）
２歳になったよ！！

班会で学習　老いても智恵ががつく。

沼
田
市
上
発
知
町

　
　
　

純じ
ゅ
ん
た汰

く
ん
（
６
歳
）

　
　
　

弦げ
ん
た汰

く
ん
（
３
歳
）

長
谷
川
耀こ
う
た汰

く
ん
（
８
歳
）

仲
良
し
３
兄
弟
で
す
！


